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令
和
元
年
度
高
梁
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

補
正
予
算
審
議
で
は
、
旧
吹

屋
小
学
校
整
備
事
業
が
２
年
延

び
る
こ
と
、
耐
震
強
度
を
確
保

す
る
追
加
工
事
や
仕
様
変
更
に

必
要
と
な
る
追
加
の
事
業
費
約

６
２
０
０
万
円
が
大
き
な
焦
点

と
な
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
今
に
な
っ
て

突
然
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
る

の
か
、
も
っ
と
以
前
に
進
捗
状

況
は
把
握
で
き
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
質
問
が
相
次
い

だ
。
執
行
部
か
ら
は
、
進
捗
は

把
握
し
て
い
た
が
、
認
識
に
差

異
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、

国
へ
の
補
助
金
変
更
申
請
や
業

者
と
の
契
約
変
更
な
ど
の
必
要

性
か
ら
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

補
正
予
算
提
出
に
な
っ
た
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。

　

あ
と
２
年
で
確
実
に
完
成
す

る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
２

年
で
完
成
す
る
と
業
者
に
確
認

を
取
っ
て
い
る
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
の
、
工
程
会
議
な

ど
で
も
厳
し
く
対
応
す
べ
き
と

い
う
声
に
対
し
て
は
、
今
後
は

内
部
の
専
門
家
と
も
相
談
し
、

し
っ
か
り
と
工
程
管
理
し
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
の
中
で
、

旧
吹
屋
小
学
校
の
工
期
が
非
常

に
厳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
付
帯

決
議
を
つ
け
る
べ
き
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
総
務
文
教
委
員
会

で
は
、
全
員
一
致
で
「
旧
吹
屋

小
学
校
整
備
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
の
完
了
に
向
け
進
捗

管
理
に
十
分
留
意
さ
れ
た
い
」

と
い
う
付
帯
決
議
を
つ
け
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

高
梁
市
斎
場
、
葬
祭

用
具
そ
の
他
施
設
等

利
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

今
定
例
議
会
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
公
共
施
設
利
用
料
の
値
上
げ

が
論
議
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
、

中
で
も
高
梁
市
斎
場
の
利
用
料

金
の
値
上
げ
は
高
梁
市
民
全
て

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
消
費

税
増
税
や
年
金
の
引
き
下
げ
な

ど
市
民
生
活
の
負
担
が
大
き
く

な
る
中
、
安
易
な
受
益
者
負
担

を
求
め
る
施
策
に
対
し
反
対
で

あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

執
行
部
か
ら
は
高
梁
市
の
斎
場

利
用
料
金
は
他
市
と
の
比
較
か

ら
非
常
に
安
い
利
用
料
金
の
設

定
で
あ
り
、
値
上
げ
後
の
料
金

体
系
も
他
市
と
比
べ
低
料
金
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
採

決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

高
梁
市
国
民
健
康
保

険
成
羽
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定

　

成
羽
病
院
の
事
業
会
計
は
赤

字
決
算
が
続
い
て
い
る
。
病
床

の
利
用
率
の
低
さ
が
一
因
と
の

こ
と
だ
が
、
委
員
か
ら
は
利
用

率
の
改
善
策
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
の
質
問

が
あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
病
床
の
利

用
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
現
在

の
療
養
病
床
を
増
や
す
こ
と
は

看
護
師
配
置
の
事
情
も
ふ
ま
え

難
し
い
。
介
護
医
療
院
へ
の
転

換
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り

一
度
に
転
換
は
難
し
い
が
、
こ

れ
ら
も
選
択
肢
の
中
で
き
ち
ん

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。
入
院

単
価
、
診
療
単
価
の
低
さ
も

赤
字
の
一
因
で
あ
り
、
こ
の
単

価
を
上
げ
る
方
向
で
黒
字
化
を

図
る
方
針
で
あ
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

学
級
編
制
基
準
の
引

き
下
げ
と
計
画
的
な

教
職
員
定
数
改
善
、

教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
向
上
を
求
め

る
意
見
書
採
択
の
要

請
に
つ
い
て
の
請
願

　

少
人
数
学
級
の
推
進
、
教
職

員
定
数
の
改
善
、
教
育
の
機
会

均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
の
た

め
に
国
庫
負
担
の
割
合
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
が
今
の
高
梁
市

の
状
況
に
合
致
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
全

員
一
致
で
採
択
す
べ
き
と
決
し

た
。

　

ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
議

員
発
議
で
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
高
梁
市
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う
ち
一

般
会
計
に
つ
い
て
、
昨
年
の
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事

業
の
た
め
に
、
事
業
の
延
期
や

中
止
、
ま
た
補
助
金
カ
ッ
ト
や

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た
。

し
か
し
国
が
定
め
る
早
期
健
全

化
基
準
以
下
で
あ
り
、
各
議
員

か
ら
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
来
年
度
予
算
で
の
検
討
を

行
う
こ
と
を
求
め
賛
成
す
る
。

　

水
道
料
金
の
改
定
は
安
定
供

給
に
必
要
な
も
の
と
考
え
議
案

に
賛
成
す
る
が
、
人
口
減
少
や

過
疎
化
が
進
む
中
今
回
の
引
き

上
げ
が
限
度
と
し
、
将
来
的
に

は
県
主
導
で
の
さ
ら
な
る
広
域

化
を
要
請
す
る
。

　

議
案
に
は
各
施
設
の
使
用
料

改
定
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
利

用
者
は
負
担
増
と
な
る
が
、
近

隣
他
自
治
体
と
の
比
較
や
算
定

基
準
を
定
め
て
の
改
定
、
ま
た

受
益
者
負
担
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
は
理
解

し
賛
成
す
る
。
し
か
し
各
施
設

と
も
生
涯
学
習
や
青
少
年
育
成

の
場
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
使
用
さ
れ
必
要
に
応
じ

た
減
免
処
置
を
求
め
る
。

（
宮
田
好
夫
議
員
）

　

平
成
30
年
度
高
梁
市
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
は
、
本

来
教
育
施
設
で
あ
る
図
書
館
が

複
合
施
設
と
し
て
指
定
管
理
に

出
さ
れ
て
い
る
問
題
、
吉
備
国

際
大
学
に
対
し
支
援
金
が
優
先

計
上
さ
れ
て
い
る
問
題
、
コ
ス

ト
以
上
に
利
便
性
が
見
込
め
な

い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
題
が
含

ま
れ
、
市
民
生
活
が
最
優
先
さ

れ
て
お
ら
ず
反
対
す
る
。

　

多
数
の
議
案
に
お
い
て
、
各

種
の
利
用
料
金
引
き
上
げ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
特
に
水
道
料

金
の
引
き
上
げ
、
斎
場
利
用
料

の
引
き
上
げ
、
各
種
施
設
利
用

料
の
引
き
上
げ
は
市
民
生
活
に

対
し
て
影
響
が
大
き
い
。
特
に

水
道
料
金
を
１
・
５
倍
へ
の
引

き
上
げ
は
問
題
が
あ
る
。
少
量

利
用
者
や
減
免
制
度
の
創
設
が

必
要
。
む
し
ろ
財
源
投
入
で
料

金
引
き
下
げ
を
求
め
反
対
す

る
。

　

ま
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
関
連
議
案
に
お
い
て
、
約

40
世
帯
で
月
額
７
０
０
円
の
程

度
の
負
担
増
と
の
試
算
が
あ

る
。
年
間
約
25
万
円
程
度
の
予

算
で
負
担
増
と
な
る
世
帯
を
無

償
に
で
き
る
が
、
今
後
の
減
免

制
度
等
の
充
実
を
考
え
た
い
と

の
意
向
も
あ
る
よ
う
で
議
案
に

あ
え
て
反
対
は
し
な
い
が
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ

り
か
え
っ
て
負
担
が
増
え
る
方

を
作
ら
な
い
努
力
を
望
む
。

（
石
部　

誠
議
員
）

　
９
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
、
令
和
元
年

第
3
回
高
梁
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度

決
算
認
定
な
ど
認
定
３
件
、
議
案
34
件
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
文
教
員
会
で
は

旧
吹
屋
小
学
校
の
工
期
延
長
に
係
る
補
正

予
算
に
対
し
、
進
捗
に
関
し
て
付
帯
決
議

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

▲保存修理工事中の旧吹屋小学校

▲成羽病院の看護展の様子


